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王，まえがき：　鉄道・道路などの土構造物の耐震性能を評価するため

に，土の動的な変形特性，即ちせん剛性と減衰定数を把握する必要があ

る。そこで本研究は，これらの研究の一翼として粒度調整砕贋，豊浦砂，

稲城砂，ローム，神戸礫の5種類土質材に対して，その結果，特に大地

震時（レベル2）に著目し，大ひずみ領域（1％程度）における三軸圧縮試

験と三軸繰返し試験を系統的に実施した。諸特性について整理した。

2．試料・実験方法：　試験に馬いた試料は，M30粒度調整砕石（D，、、髪蔑鷲

38鶏m，D5（）讐3．5mm，U、，巫12、75，G，－2．7王，emi，、漏0，178，F。誌8．5％），標

準豊浦砂　（D5（芦0。王62m…n，U、，寵L46，G，漏2．64，e，τ象琶夏x罵0．973，em監1，富

0．612），稲城砂　（D5（〕；0、168mm，U、，＝i3．5，e，，、i、＝0、521，w。i，t＝14．6％），

ローム（G，巫2．81，PI讐20、4），神戸礫（D凱、、、牒37，5mm，D50篇7．30凱m，

U、，篇44．2，F、，＝8．5％）である。粒度調整砕石と神戸礫の場合には，大型

三軸試験装麗を用い，軸変位を局所変形測定装置（LDTs），側方肉変位

を左右各三個のギャップセンサーによって測定した（図！〉。豊浦砂や

稲城砂’，ロームの場合には，小型三軸試験装置を用い，大型三軸試験と

同様な濁定方法で試験を行った。表iに示すのは，各試料の試験条件と

試験方法である。等価ヤング率Eと等価ポアソン比vは，履歴ループの

上下端を結ぶ直線の傾きによって求めた。等価せん断剛性Gは，G講

E／（2（1＋v））によって乗めた。ここで用いた変形係数は，繰返し載荷の2～5

回目の平均値である。

表1　　実験で使用した試料の作成方法と載荷方法
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図王　　三軸試験機の概要園

試料 倉水比（w％） 作成方法 乾燥密度（glcm3） 載荷方式 寸法DXH（mm）
粒調砕石 3．73 突き固め 王．80 正弦波　0．1Rz 300x600

神戸礫 5．12 ブロックサンプリング 1．80 疋弦波　0．1Hz 300×600

標準豊浦砂 0．3 空中落下 1．55 正弦波　0．1Bz 70×1・隻0

稲城砂 21．00 突き圃め 1．65 正弦波　0．1Hz 70xi40

ローム 98．24 ブロックサンプリング 0，676 圧弦波　0．1Hz 70x140

3。実験結果及びその考察：　図2（a〉，（b）に示

すのは，それぞれ微小ひずみレベル（Y＝1α5）で

の等緬せん断剛性Go，減衰係数hと拘束圧げ，

の闘係である。これらの園から，次のことが分

かる．等方応力状態において，等価せん断剛性

G（｝は，拘東圧の増加とともに大きくなり，そ

の関係は，G｛）収σ’、mである。パワー指数皿は，

試料によって異なるが，概ね0・35－0、55の範囲

であることが分かった。なお、詳しくは参考文

献1），2），3）を参照とする。一方，滅衰係数は，

バラッキが見られるものの，拘束圧に関係せず

ほぼ一定である。図3（a），（b）は，G，、1／G（｝，h（｝とY
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の関係を示す。籾粒材（粒度調整砕石，豊浦砂，

稲城砂，神戸礫〉の場念には，せん断ひずみの増

加につれ，G，、、峯／G、、は低下するが，その低下率がほ

ぼ同穫度であるのに対して，ロームだけは別な傾

向を示す。減衰係数hはYに対して増加傾向を示

すが，その増撫率は神戸礫，豊浦砂，稲城砂，粒

調砕石，ロームの願に小さくなり，その原鶴は，

粗粒材に対して，細粒分の含有率や粒度組成が，

かなり影響を与えるようである。

4．あとがき：　多種地盤材の動的な変形特性に

関して，以下のことが判明した。

1）初期変形係数E‘1は，拘束圧の増大に伴って

　　増加するが，滅褒係数は拘束圧に依存せず

　　ほぼ一定である。

2）糧粒材（粒度調整砕石，豊浦砂，稲城砂，

　　神戸礫〉の場合には，せん断ひずみYの増掴

　　につれG，、、垂／G，）は低下するが，その低下率が

　　ほぼ同じである。一方，ロームの低下率は

　　粗粒秘のそれらに比べて小さい。

3）粗粒材（粒度調整砕石，豊浦砂，稲城砂，

　　神戸礫）の場合には，せん断ひずみYの増掬

　　につれ，減褒係数hは増加すが，その増加

　　率が神戸礫，豊浦砂，稲城砂，粒調砕石，

　　ロームの順に小さくなる。

　今後はさらに検討を加え，各種地盤材に対す

る動的変形特性について定式化を行う。
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